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もし誰かがてんかん発作を起こしたときは、安全を確保して見守る

と述べましたが、さらに余裕があれば、その症状のうち1つ2つの特

徴を記憶、もしくは記録してください。例えば、「顔や目が左右どちら

かを向いていた」とか、「片方の腕が突っ張っていた」とか、「けいれ

んする前や倒れる前から会話の様子や行動が変だった」とか、「回

復して起き上がったとき半身に力が入っていなかった」とか、どんな

些細な情報でも構いません。状況が許せば（例えば家族などの場

合）、スマートフォンなどで動画記録してもよいでしょう。もし、それ

らの情報を医師へ伝えることができれば、それが重要な診断の手掛

かりになり、さらに治療が上手くいく近道でもあります。

発作を目撃したらその症状を観察する

　けいれん発作が長時間持続する、意識が回復することなく次の発

作が生じる場合などは、救急治療が必要です。これらの状況では、て

んかんのある人が「てんかん重積状態」になることが一番怖いから

です。「てんかん重積状態」とは、てんかん発作が止まらない脳内の

異常な状態であり、まれに意識障害などの後遺症や生命にかかわる

こともあります。「てんかん重積状態」の治療はかかりつけの病院が

遠くにある場合でも、基本的にまずは近隣の救急医療機関へ搬送
してもらってください。通常は麻酔作用のある注射薬を投与し、脳

の異常活動を抑えます。一見、けいれんなどの症状が見られなく

なっても、脳内の異常活動が続いていることがあり（非けいれん性

てんかん重積）、その際はより強い治療を行う場合があります。重積

状態になる原因として、発熱などの体調不良や治療薬の急激な中

止があります。体調不良時に無理をしたり、自己判断で服用を中止

したりは避けるべきです。

　てんかん以外の原因として、

脳の急性疾患、とくに脳炎など

は早急な治療が必要です。て

んかん重積状態はとにかく救

急受診と覚えてください。

てんかん重積状態（けいれん重積状態）
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